
「第63回こども県展」
推薦　馬路小４年　大野菜月さん

「
第
24回

読
書
感
想
画
コンクー

ル
」最
優
秀
賞
 馬
路
小
1年
　
大
野
暖
人くん

【
審
査
員
評
価
】モ
デ
ル
の
性
格
や
、人
の
動
き
な
ど
顔
の
表
情
や
色
づ
か
い
で
表
現

で
き
て
い
ま
す
。伸
び
伸
び
描
か
れ
て
い
る
良
い
作
品
で
す
。作
者
の
感
性
の
豊
か
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

【
審
査
員
評
価
】
もぐ
ら
マ
シ
ン
でトン

ネ
ル
を
ほ
っ
て
い
る
よう
す
が
よく
描
け
て
い
ま
す
。
色
づ
か
い
が

全
体
に
明
るくき

れ
い
で
す
。
作
者
が
お
じ
い
さ
ん
の
お
見
舞
い
に
行
くときトン

ネ
ル
を
通
っ
た
経
験
を
思

い
出
し
な
が
ら
画
面
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
よく
工
夫
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。

題『リコーダーをふく友だち』

題
『
が
ん
ば
れ！もぐ

ら
マ
シ
ー
ン
』
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村内あちらこちら

 2月22日　ベビーダンス教室

2月17日　第30回中芸地区子ども駅伝競走大会

3月24日　おとなの遠足（相名地区）

 3月19日　馬路小学校卒業式　

3月19日　天ぷら油で走るゴーカート

 1 日　バラ風呂（馬路温泉）
15日 馬路中学校卒業式
16日 馬路会（馬路温泉）
17日 魚梁瀬小・中学校卒業式　　　　　　　　
19日 馬路小学校卒業式
  天ぷら油で走るゴーカート
24日 おとなの遠足（相名地区）
27日 庄屋祭・鬼門堂祭・村表彰
  馬路村農業協同組合総会
29日 馬路村森林組合総会
30日 魚梁瀬桜まつり　

15日 杉の子発表会（魚梁瀬小・中学校）
17日 紙ヒコーキ大会（馬路体育館）
  第30回中芸地区子ども駅伝競走大会
  （田野町）
20日 学習発表会（馬路小学校）
22日 ベビーダンス教室
24日 桜枝打ち作業（魚梁瀬小中学校PTA）
26日 とらまる劇団　人形劇鑑賞会

2月

3月

編
集
後
記

　
異
動
が
決
ま
り
、振
り
返
る
と
広

報
に
携
わ
っ
て
早
５
年
が
経
っ
て
い
ま

し
た
。　

　
馬
路
村
を
離
れ
て
十
数
年
経
つ

と
い
う
方
々
か
ら
、「
村
の
様
子
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
」「
遠
く
離
れ
て
い
る

が〝
広
報
う
ま
じ
〞が
私
と
村
の
架
け

橋
で
す
」等
毎
号
楽
し
み
に
待
っ
て
い

て
く
れ
る
と
い
う
お
手
紙
を
い
た
だ

き
、よ
し
！
と
気
を
奮
い
立
た
せ
、広

報
と
向
き
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

　
ま
た
、村
民
の
皆
さ
ん
に
も
、色
々

ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
Ｙ
）
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地
域
福
祉
の
推
進

　
平
成
24
年
3
月
に
策
定
し
ま

し
た
地
域
福
祉
計
画
･
地
域
福

祉
活
動
計
画
に
基
づ
き
、行
政
･

社
協
･
住
民
の
官
民
一
体
と
な
っ

た
村
の
福
祉
推
進
の
た
め
の
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
具
体
的
施
策

●
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
の
開
始

　
介
護
が
必
要
に
な
って
も
住
み

慣
れ
た
村
で
、安
心・安
全
に
生

活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、村
で
は

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
の
介
護

疲
れ
や
、病
気
、冠
婚
葬
祭
、旅

行
、な
ど
の
理
由
で
介
護
が
で
き

な
い
と
き
、要
介
護
者
を
短
期
に

預
か
る
施
設
と
し
て
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
併
設
し
て
、宿
泊

の
で
き
る
短
期
入
所
生
活
介
護

施
設
を
建
築
し
、事
業
を
開
始

し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、よ
り
多

く
の
要
介
護
者
の
在
宅
生
活
継

続
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
有
償
運
送
事
業
の
試
験
運
行

　
村
民
の
生
活
を
支
え
る
移
動

手
段
と
し
て
、村
外
の
医
療
機
関

へ
の
通
院
者
に
、有
償
の
運
送
事

業
の
実
証
運
行
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
通
院
者
の
利
便
性
を

図
る
と
と
も
に
、通
院
介
護
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
事
業

で
、自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま
で
の

送
迎
を
比
較
的
安
価
な
料
金
で

行
う
も
の
で
す
。　
　
　
　
　

　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産

業
振
興
と
生
活
基
盤
の
整
備

に
努
め
、魅
力
と
活
力
の
あ
る

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
雨
の
多
い
本
村
で
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
取
り
組

み
と
し
て
細
井
谷
で
小
水
力

発
電
を
計
画
し
早
期
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

●
簡
易
水
道

　
本
年
度
の
馬
路
地
区
簡
易

水
道
施
設
の
改
修
事
業
で
は
、

水
源
地
の
栃
谷
に
配
水
施
設

整
備
と
影
地
区
の
各
家
庭
ま
で
の

配
水
管
の
布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

●
国
土
調
査

　
本
年
度
の
調
査
区
域
は
相
名
地

区
で
調
査
字
名
は
、中
ノ
畝
、六
谷
、

押
谷
、夏
尾
北
平
、夏
尾
南
平
、北

路
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
林
業
振
興

　
林
道・林
業
専
用
道
の
開
設
、森

林
所
有
者
等
が
実
施
す
る
作
業
道

開
設
経
費
への
支
援
等
、イ
ン
フ
ラ
整

備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、森
林
所

有
者
等
が
施
業
地
の
団
地
化
を
図

り
、間
伐
を
実
施
す
る
、森
林
経
営

計
画
を
支
援
し
、森
林
所
有
者
の
山

林
所
得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
木
材
加
工
分
野
に
お
い
て
は
、機

械
の
更
新
に
対
し
て
支
援
し
、事
業

の
効
率
化
を
進
め
、ま
た
、加
工
品
の

販
売
対
策
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
良
に
補
助
を
行
う
こ
と
で
直
販

体
制
を
推
進
し
、事
業
体
の
経
営
体

　
村
で
は
、望
ま
し
い
勤
労
観・職
業

観
を
持
ち
、た
く
ま
し
く
未
来
を
切

り
拓
く
児
童・生
徒
の
育
成
を
目
指

し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
、小・中
学
校

が
連
携
し
９
年
間
を
通
じ
た
教
育
活

動
の
推
進
、家
庭
学
習
習
慣
の
定
着

と
個
に
応
じ
た
教
育
で
基
礎
学
力
の

定
着
と
向
上
を
教
育
行
政
の
重
点
と

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、「
学
校
評

価
」や「
学
校
改
善
プ
ラ
ン
」な
ど
で

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
行
う
こ

と
、学
校
運
営
や
授
業
改
善
を
図
り
、

学
校
は
家
庭
や
地
域
と
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、連
携
し
た
取
り
組
み

に
よ
る
教
育
の
振
興
を
行
っ
て
い
ま

す
。全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
等
の

結
果
で
は
、学
力
の
定
着
状
況
は
改

善
傾
向
に
あ
り
、取
り
組
み
の
成
果

が
上
が
って
き
て
い
ま
す
。

　
高
知
県
で
は
、「
重
点
プ
ラ
ン
」と
し

て
小
学
校
の
学
力
を
全
国
上
位
に
、

小・中
学
校
の
体
力
、運
動
能
力
と
中

学
校
の
学
力
は
全
国
平
均
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
や
児
童
生
徒
の
自
尊
感

情
を
育
む
と
と
も
に
、社
会
性
、規
範

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、村
で
も
少
子
化

に
よ
る
児
童・生
徒
の
減
少
や
学
力・

体
力
向
上
な
ど
、本
年
度
も
引
き
続

き
こ
れ
ら
の
教
育
課
題
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
や

活
性
化
に
応
え
る
事
業
に
も
、積
極

的
に
職
員
が
出
向
き
、地
域
の
方
々

と
共
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　平成２４年度国の大型補正予算による、地域の元気交付金が創設されました。
　この交付金は実質平成２５年度予算に適用して、公共的な施設の新設、村単独事業へも充当できるもの
です。馬路村はこの交付金を活用し、村のインフラ整備や人口対策、馬路診療所の新設設計、及びショー
トステイ事業の実施、小水力発電の事業化など取り組んで行きます。

平成25年度 

一般会計当初予算18億6千6百30万円

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が１，５０４，３７８千円
（構成比８０．６１％）、自主財源が３６１，９２２千円
（同１９．３９％）となっています。今年度は国の経
済対策による地域の元気臨時交付金が創設さ
れ、１２６，６８１千円を見込んでいます。
　対前年度で見ると、自主財源は△１７，５５８千
円（４．６３％）の減となっていますが、これは人口
減による村税の減収や村債を増やし基金繰入
金を少なくしたことによります。村の自主財源で
ある村税は１３１，４６６千円で、前年度に比べ△
４，２４０千円（３．１２％）の減となっています。また、
収入の大部分を占める普通交付税は、平成２４
年度から算定方式の変更で大幅な増額となり
ました。今年度は、昨年より５０，０００千円増額の
８００，０００千円を計上しました。
　また、不足する財源は基金の取り崩しを計上
しています。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は１，３８４，０４６
千円で、前年度に比べ５１，４４９千円（３．８６％）
の増額となっています。投資的経費は４８２，２５４
千円で、対前年度１１６，８５１千円（３１．９８％）の
増額となっています。また、目的別では、増額と
なった主な費目は民生費、農林水産業費、土木
費であり、減額となった主な費目は、公債費と
なっています。増額となった主な理由は、民生費
ではデイサービスセンター増築（ショートステイ整
備）工事によるものです。農林水産業費では、林
道開設事業費、坂本、西平野､ヒナド、上坪、野
久保各頭首工改修工事によるものです。土木
費では村道改良工事、村道２橋の改修工事等
によるものです。公債費は、一部償還の終了に
より、△４８，４９５千円の大幅な減額となっていま
す。

総　額
1,866,300千円

地方交付税
　　　800,000
　　 （42.87％）

県支出金ほか
145,883

（7.82％）

村債
219,600
（11.77％）

扶助費
23,483（1.26％）

公債費
199,568

（10.69％）

　人件費
 334,749
（17.94％）

繰出金
87,081
（4.67％）

  物件費
290,957
（15.59％）

その他
448,208
（24.01％） 

災害復旧
事業費

474,834
 （25.44％）

  131,466
  （7.04％）

諸収入・その他

338,895（18.15％）

7,420
（0.40％）

 230,456
（12.35％）

普通建設事業費

村税

平成25年度村民一人当たりの一般会計予算額

1,842,349円／人…（18億6千6百30万円／22年国勢調査人口1,013人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

健
康
福
祉
費

そ
の
他
の
経
費

平成 25 年度末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、年金、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

18億3千万円

1,806,515円

平成 25年度末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

23億7千万円

2,339,585円

40,734円

121,612円

7,420円

464,479円

70,505円

119,954円

308,079円

421,592円

311,925円

前
年
当
初
比

　9.91
％
増

〇
若
者
定
住
と
交
流
人
口
の
拡
大
施
策

　
若
者
定
住
に
は
、
職
と
し
て
の
産
業
振

興
・
住
と
し
て
の
居
住
環
境
の
充
実
が
必
要

で
あ
り
、
こ
の
実
現
の
た
め
、
諸
施
策
を
関

係
機
関
と
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
拠

点
施
設
で
あ
る
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
、
馬
路

温
泉
、
ゆ
ず
の
森
、
魚
梁
瀬
温
泉
な
ど
各
施

設
と
連
携
し
、
観
光
客
が
長
い
時
間
滞
在
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
少
子
化
へ
の
対
応

　
少
子
化
は
様
々
な
施
策
を
総
合
的
に
組
み

合
わ
せ
て
、
子
ど
も
を
育
て
る
喜
び
や
安
心

感
が
持
て
る
環
境
作
り
が
大
切
で
す
。

　
今
年
度
は
①
出
会
い
の
場
作
り
の
企
画
実

国庫支出金

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

総 

務 

課

健
康
福
祉
課

教
育
委
員
会

質
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
農
業
振
興

　
国
の
事
業
を
活
用
し
、頭
首
工
や

水
路
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
、水
田

の
維
持
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。ま

た
、引
き
続
き
村
単
小
規
模
事
業
に

よ
り
、イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、作
業

の
効
率
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、荒
廃
農
地
が
増
加
傾
向
に
あ
る

な
ど
、地
域
の
緊
急
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の『
人・農
地
プ
ラ
ン
』を
策

定
し
ま
す
。特
に
、水
田
集
落
の
生

産
力
の
向
上
と
保
全
に
む
け
た
集

落
営
農
組
織
の
立
ち
上
げ
に
向
け

た
取
り
組
み
を
関
係
機
関
と
連
携

の
う
え
行
い
ま
す
。

　
農
協
が
行
う
種
子
油
の
効
用
と

有
効
利
用
法
等
、高
知
大
学
と
進
め

る
共
同
研
究
費
や
ゆ
ず
化
粧
品
へ
の

支
援
を
通
し
て
ゆ
ず
産
業
の
販
路

拡
大・販
売
力
向
上
と
雇
用
の
拡
大

及
び
農
家
の
所
得
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
本
年
度

か
ら
サ
ル
の
駆
除
に
対
す
る
報
奨
金

制
度
を
新
設
す
る
ほ
か
、鹿
の
被
害

対
策
事
業（
駆
除
報
奨
金
制
度・ネ

ッ
ト
設
置
補
助・狩
猟
免
許
取
得
補

助・狩
猟
税
の
補
助
等
）に
つい
て
は
、

県
や
関
係
市
町
村
、猟
友
会
等
と
の

連
携
に
よ
り
、一
層
対
策
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

●
観
光・商
業
振
興

　
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る「
旧
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
施

設
」を
は
じ
め
、朝
日
出
山
の
大
杉・

お
化
け
杉
や
千
本
山
、う
ま
じ
、や

な
せ
温
泉
等
、村
に
あ
る
観
光
資
源

を
活
か
す
た
め
、馬
路
村
観
光
協
会

や
馬
路
村
公
認
む
ら
の
案
内
人
ク

ラ
ブ
等
観
光
関
係
団
体
と
の
協
議
、

連
携
に
よ
り
、馬
路
村
の
観
光
産
業

の
振
興
を
図
り
ま
す
。

産
業
建
設
課

小中学校、教育委員会

行
②
保
護
者
･
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
に
よ
る
子
育
て
環

境
の
整
理
･
調
査
③
義
務
教
育
終
了
時
ま
で

の
医
療
費
補
助
制
度
の
継
続
④
放
課
後
子
ど

も
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
な
ど
子
ど

も
の
安
全
と
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
に
よ
る

子
育
て
環
境
の
充
実
⑤
小
中
連
携
一
貫
教
育

の
充
実
な
ど
行
う
。

〇
防
災
に
強
い
村

　
台
風
や
大
雨
、
地
震
対
策
と
し
て
県
道
、

村
道
の
補
修
及
び
点
検
を
行
う
。
特
に
本
年

は
村
道
の
舗
装
状
態
や
ト
ン
ネ
ル
、
法
面
及

び
構
造
物
の
点
検
を
行
い
、
次
年
度
以
降
の

補
修
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
橋
梁
に
つ
い

て
は
瀬
戸
谷
１
号
橋
、
中
の
川
橋
補
修
工
事

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
で
組
織
し
て

い
る
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
避
難
路

や
隣
近
所
の
安
否
確
認
な
ど
の
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

歳出

歳入

依存財源
 1,504,378
     （80.61％）

 自主財源
 361,922
（19.39％）

投資的経費 
482,254 
（25.84％）

経常的経費
1,384,046
（74.16％）
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地
域
福
祉
の
推
進

　
平
成
24
年
3
月
に
策
定
し
ま

し
た
地
域
福
祉
計
画
･
地
域
福

祉
活
動
計
画
に
基
づ
き
、行
政
･

社
協
･
住
民
の
官
民
一
体
と
な
っ

た
村
の
福
祉
推
進
の
た
め
の
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
具
体
的
施
策

●
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
の
開
始

　
介
護
が
必
要
に
な
って
も
住
み

慣
れ
た
村
で
、安
心・安
全
に
生

活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、村
で
は

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
の
介
護

疲
れ
や
、病
気
、冠
婚
葬
祭
、旅

行
、な
ど
の
理
由
で
介
護
が
で
き

な
い
と
き
、要
介
護
者
を
短
期
に

預
か
る
施
設
と
し
て
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
併
設
し
て
、宿
泊

の
で
き
る
短
期
入
所
生
活
介
護

施
設
を
建
築
し
、事
業
を
開
始

し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、よ
り
多

く
の
要
介
護
者
の
在
宅
生
活
継

続
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
有
償
運
送
事
業
の
試
験
運
行

　
村
民
の
生
活
を
支
え
る
移
動

手
段
と
し
て
、村
外
の
医
療
機
関

へ
の
通
院
者
に
、有
償
の
運
送
事

業
の
実
証
運
行
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
通
院
者
の
利
便
性
を

図
る
と
と
も
に
、通
院
介
護
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
事
業

で
、自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま
で
の

送
迎
を
比
較
的
安
価
な
料
金
で

行
う
も
の
で
す
。　
　
　
　
　

　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産

業
振
興
と
生
活
基
盤
の
整
備

に
努
め
、魅
力
と
活
力
の
あ
る

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
雨
の
多
い
本
村
で
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
取
り
組

み
と
し
て
細
井
谷
で
小
水
力

発
電
を
計
画
し
早
期
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

●
簡
易
水
道

　
本
年
度
の
馬
路
地
区
簡
易

水
道
施
設
の
改
修
事
業
で
は
、

水
源
地
の
栃
谷
に
配
水
施
設

整
備
と
影
地
区
の
各
家
庭
ま
で
の

配
水
管
の
布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

●
国
土
調
査

　
本
年
度
の
調
査
区
域
は
相
名
地

区
で
調
査
字
名
は
、中
ノ
畝
、六
谷
、

押
谷
、夏
尾
北
平
、夏
尾
南
平
、北

路
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
林
業
振
興

　
林
道・林
業
専
用
道
の
開
設
、森

林
所
有
者
等
が
実
施
す
る
作
業
道

開
設
経
費
への
支
援
等
、イ
ン
フ
ラ
整

備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、森
林
所

有
者
等
が
施
業
地
の
団
地
化
を
図

り
、間
伐
を
実
施
す
る
、森
林
経
営

計
画
を
支
援
し
、森
林
所
有
者
の
山

林
所
得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
木
材
加
工
分
野
に
お
い
て
は
、機

械
の
更
新
に
対
し
て
支
援
し
、事
業

の
効
率
化
を
進
め
、ま
た
、加
工
品
の

販
売
対
策
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
良
に
補
助
を
行
う
こ
と
で
直
販

体
制
を
推
進
し
、事
業
体
の
経
営
体

　
村
で
は
、望
ま
し
い
勤
労
観・職
業

観
を
持
ち
、た
く
ま
し
く
未
来
を
切

り
拓
く
児
童・生
徒
の
育
成
を
目
指

し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
、小・中
学
校

が
連
携
し
９
年
間
を
通
じ
た
教
育
活

動
の
推
進
、家
庭
学
習
習
慣
の
定
着

と
個
に
応
じ
た
教
育
で
基
礎
学
力
の

定
着
と
向
上
を
教
育
行
政
の
重
点
と

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、「
学
校
評

価
」や「
学
校
改
善
プ
ラ
ン
」な
ど
で

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
行
う
こ

と
、学
校
運
営
や
授
業
改
善
を
図
り
、

学
校
は
家
庭
や
地
域
と
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、連
携
し
た
取
り
組
み

に
よ
る
教
育
の
振
興
を
行
っ
て
い
ま

す
。全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
等
の

結
果
で
は
、学
力
の
定
着
状
況
は
改

善
傾
向
に
あ
り
、取
り
組
み
の
成
果

が
上
が
って
き
て
い
ま
す
。

　
高
知
県
で
は
、「
重
点
プ
ラ
ン
」と
し

て
小
学
校
の
学
力
を
全
国
上
位
に
、

小・中
学
校
の
体
力
、運
動
能
力
と
中

学
校
の
学
力
は
全
国
平
均
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
や
児
童
生
徒
の
自
尊
感

情
を
育
む
と
と
も
に
、社
会
性
、規
範

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、村
で
も
少
子
化

に
よ
る
児
童・生
徒
の
減
少
や
学
力・

体
力
向
上
な
ど
、本
年
度
も
引
き
続

き
こ
れ
ら
の
教
育
課
題
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
や

活
性
化
に
応
え
る
事
業
に
も
、積
極

的
に
職
員
が
出
向
き
、地
域
の
方
々

と
共
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　平成２４年度国の大型補正予算による、地域の元気交付金が創設されました。
　この交付金は実質平成２５年度予算に適用して、公共的な施設の新設、村単独事業へも充当できるもの
です。馬路村はこの交付金を活用し、村のインフラ整備や人口対策、馬路診療所の新設設計、及びショー
トステイ事業の実施、小水力発電の事業化など取り組んで行きます。

平成25年度 

一般会計当初予算18億6千6百30万円

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が１，５０４，３７８千円
（構成比８０．６１％）、自主財源が３６１，９２２千円
（同１９．３９％）となっています。今年度は国の経
済対策による地域の元気臨時交付金が創設さ
れ、１２６，６８１千円を見込んでいます。
　対前年度で見ると、自主財源は△１７，５５８千
円（４．６３％）の減となっていますが、これは人口
減による村税の減収や村債を増やし基金繰入
金を少なくしたことによります。村の自主財源で
ある村税は１３１，４６６千円で、前年度に比べ△
４，２４０千円（３．１２％）の減となっています。また、
収入の大部分を占める普通交付税は、平成２４
年度から算定方式の変更で大幅な増額となり
ました。今年度は、昨年より５０，０００千円増額の
８００，０００千円を計上しました。
　また、不足する財源は基金の取り崩しを計上
しています。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は１，３８４，０４６
千円で、前年度に比べ５１，４４９千円（３．８６％）
の増額となっています。投資的経費は４８２，２５４
千円で、対前年度１１６，８５１千円（３１．９８％）の
増額となっています。また、目的別では、増額と
なった主な費目は民生費、農林水産業費、土木
費であり、減額となった主な費目は、公債費と
なっています。増額となった主な理由は、民生費
ではデイサービスセンター増築（ショートステイ整
備）工事によるものです。農林水産業費では、林
道開設事業費、坂本、西平野､ヒナド、上坪、野
久保各頭首工改修工事によるものです。土木
費では村道改良工事、村道２橋の改修工事等
によるものです。公債費は、一部償還の終了に
より、△４８，４９５千円の大幅な減額となっていま
す。

総　額
1,866,300千円

地方交付税
　　　800,000
　　 （42.87％）

県支出金ほか
145,883

（7.82％）

村債
219,600
（11.77％）

扶助費
23,483（1.26％）

公債費
199,568

（10.69％）

　人件費
 334,749
（17.94％）

繰出金
87,081
（4.67％）

  物件費
290,957
（15.59％）

その他
448,208
（24.01％） 

災害復旧
事業費

474,834
 （25.44％）

  131,466
  （7.04％）

諸収入・その他

338,895（18.15％）

7,420
（0.40％）

 230,456
（12.35％）

普通建設事業費

村税

平成25年度村民一人当たりの一般会計予算額

1,842,349円／人…（18億6千6百30万円／22年国勢調査人口1,013人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

健
康
福
祉
費

そ
の
他
の
経
費

平成 25 年度末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、年金、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

18億3千万円

1,806,515円

平成 25年度末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

23億7千万円

2,339,585円

40,734円

121,612円

7,420円

464,479円

70,505円

119,954円

308,079円

421,592円

311,925円

前
年
当
初
比

　9.91
％
増

〇
若
者
定
住
と
交
流
人
口
の
拡
大
施
策

　
若
者
定
住
に
は
、
職
と
し
て
の
産
業
振

興
・
住
と
し
て
の
居
住
環
境
の
充
実
が
必
要

で
あ
り
、
こ
の
実
現
の
た
め
、
諸
施
策
を
関

係
機
関
と
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
拠

点
施
設
で
あ
る
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
、
馬
路

温
泉
、
ゆ
ず
の
森
、
魚
梁
瀬
温
泉
な
ど
各
施

設
と
連
携
し
、
観
光
客
が
長
い
時
間
滞
在
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
少
子
化
へ
の
対
応

　
少
子
化
は
様
々
な
施
策
を
総
合
的
に
組
み

合
わ
せ
て
、
子
ど
も
を
育
て
る
喜
び
や
安
心

感
が
持
て
る
環
境
作
り
が
大
切
で
す
。

　
今
年
度
は
①
出
会
い
の
場
作
り
の
企
画
実

国庫支出金

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

総 

務 

課

健
康
福
祉
課

教
育
委
員
会

質
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
農
業
振
興

　
国
の
事
業
を
活
用
し
、頭
首
工
や

水
路
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
、水
田

の
維
持
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。ま

た
、引
き
続
き
村
単
小
規
模
事
業
に

よ
り
、イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、作
業

の
効
率
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
者
の
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継
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不

足
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な
ど
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題
を
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決
す

る
た
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地
プ
ラ
ン
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策
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す
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に
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落
の
生

産
力
の
向
上
と
保
全
に
む
け
た
集

落
営
農
組
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立
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け

た
取
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組
み
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関
係
機
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連
携
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う
え
行
い
ま
す
。
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め
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ゆ
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路
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売
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拡
大

及
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し
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。
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度

か
ら
サ
ル
の
駆
除
に
対
す
る
報
奨
金

制
度
を
新
設
す
る
ほ
か
、鹿
の
被
害

対
策
事
業（
駆
除
報
奨
金
制
度・ネ

ッ
ト
設
置
補
助・狩
猟
免
許
取
得
補

助・狩
猟
税
の
補
助
等
）に
つい
て
は
、

県
や
関
係
市
町
村
、猟
友
会
等
と
の

連
携
に
よ
り
、一
層
対
策
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

●
観
光・商
業
振
興

　
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る「
旧
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
施

設
」を
は
じ
め
、朝
日
出
山
の
大
杉・

お
化
け
杉
や
千
本
山
、う
ま
じ
、や

な
せ
温
泉
等
、村
に
あ
る
観
光
資
源

を
活
か
す
た
め
、馬
路
村
観
光
協
会

や
馬
路
村
公
認
む
ら
の
案
内
人
ク

ラ
ブ
等
観
光
関
係
団
体
と
の
協
議
、

連
携
に
よ
り
、馬
路
村
の
観
光
産
業

の
振
興
を
図
り
ま
す
。

産
業
建
設
課

小中学校、教育委員会

行
②
保
護
者
･
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
に
よ
る
子
育
て
環

境
の
整
理
･
調
査
③
義
務
教
育
終
了
時
ま
で

の
医
療
費
補
助
制
度
の
継
続
④
放
課
後
子
ど

も
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
な
ど
子
ど

も
の
安
全
と
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
に
よ
る

子
育
て
環
境
の
充
実
⑤
小
中
連
携
一
貫
教
育

の
充
実
な
ど
行
う
。

〇
防
災
に
強
い
村

　
台
風
や
大
雨
、
地
震
対
策
と
し
て
県
道
、

村
道
の
補
修
及
び
点
検
を
行
う
。
特
に
本
年

は
村
道
の
舗
装
状
態
や
ト
ン
ネ
ル
、
法
面
及

び
構
造
物
の
点
検
を
行
い
、
次
年
度
以
降
の

補
修
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
橋
梁
に
つ
い

て
は
瀬
戸
谷
１
号
橋
、
中
の
川
橋
補
修
工
事

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
で
組
織
し
て

い
る
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
避
難
路

や
隣
近
所
の
安
否
確
認
な
ど
の
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

歳出

歳入

依存財源
 1,504,378
     （80.61％）

 自主財源
 361,922
（19.39％）
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経常的経費
1,384,046
（74.16％）



広報うまじ270号 ̶̶̶̶（4広報うまじ270号 ̶̶̶̶（5　

　馬路中学校では3月15日に１人が、魚梁瀬中学校では3月17日に３人が、仲間と３年間苦楽を共にし
た学舎を巣立つとともに、４人全員馬路村をも巣立っていきました。今回の「おらが村の学校だよ
り」では、両中学校の卒業生に、中学校での思い出や将来の夢を語ってもらいました。

　魚梁瀬小学校の５・６年生は、２年前の大地震で大きな被害を受けた宮城県気仙沼市の大島小学校
と交流をしています。今年の２月、５年生の社会科の授業で、災害と情報のかかわりについて手紙で
質問をしたところ、このたび大島小学校の５年生12人から心のこもった返事が届きました。

おらが村の  学校便りおらが村の  学校便り
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僕
に
と
っ
て
一
番
心
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
、
小
学
１
年
生
の
時

か
ら
続
け
て
い
る
野
球
で
す
。

　
中
学
校
に
入
る
と
野
球
の
レ
ベ

ル
が
上
が
り
、
試
合
で
は
い
つ
も

緊
張
し
ま
し
た
。し
か
し
、
苦
し
い

時
で
も
仲
間
と
一
致
団
結
し
て
、

そ
の
場
を
乗
り
切
っ
て
き
ま
し

た
。

　
高
校
で
は
、
中
学
校
ま
で
に
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。も
ち
ろ
ん
野
球
だ
け
で
な
く
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
栄
養
学
も

学
ん
で
、
充
実
し
た
高
校
生
活
に

し
た
い
と

思
っ
て
い

ま
す
。馬路中学校の卒業式

（3月15日）

清 岡 龍 哉
りゅう  や

梶 原 真 友
ま　　ゆ

　
一
番
心
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
、
応
援
合
戦

の
団
長
を
し
た
こ
と
で

す
。
　

　
白
組
の
中
学
３
年
は

私
一
人
だ
っ
た
の
で
、

小
・
中
学
生
を
ま
と
め

る
の
は
難
し
か
っ
た
で

す
。
結
果
は
負
け
ま
し

た
が
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
で
き
た
こ
と
が
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
中
学
生
に
な
っ
て
小

学
生
の
こ
ろ
よ
り
運
動

す
る
量
が
増
え
、
体
力

が
つ
い
た
こ
と
で
風
邪

も
ひ
か
ず
に
、
３
年

間
、
無
遅
刻
・
無
欠
席

で
通
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
高
校
生
に
な
っ

て
も
、
健
康
で
通
い
、

部
活
と
勉
強
を
が
ん
ば

り
た
い
で
す
。

魚梁瀬中学校の卒業式
（3月17日）

　
私
は
、
中
学
校
生
活
で
修
学
旅
行
が
思
い
出

に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
信
を
持
つ
と
い
う
こ
と

で
す
。
私
は
、
今
ま
で
お
と
な
し
い
性
格
で
し

た
が
、
修
学
旅
行
で
は
、
あ
ま
り
話
し
た
こ
と

の
な
か
っ
た
馬
路
の
女
子
と
話
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は
誰
と
で
も
話
せ
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
、
全
然
知
ら
な
い
人
た
ち
と
出
会

い
、
新
し
い
世
界
に
入
る
と
思
う
け
れ
ど
、
何

事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
自
信
を
持
っ
て
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

　
中
学
３
年
間
の
中
で
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
修
学
旅
行
で
す
。
私
は
東
京
に
行
く
こ

と
も
、
飛
行
機
に
乗
る
こ
と
も
初
め
て
で
し

た
。
国
会
議
事
堂
や
最
高
裁
判
所
、
劇
団
四
季

の
観
劇
な
ど
様
々
な
場
所
へ
行
け
た
こ
と
が
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
で
は
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
勉
強
す
る
こ
と

を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
部
活
は
音
楽

部
に
入
っ
て
ギ
タ
ー
を
弾
き
た
い
で
す
。

米 山 千 晴
ち　 はる

伊 吹 麻依花
ま   い   か

村を巣立った中学生気仙沼の小学生と交流しているよ

魚梁瀬小学校５年生からのお礼
○みんなに答えてもらいうれしかったです。
○答えてくれたことを今後の勉強に役立てていきます。
○6年生になるので、おたがいにがんばっていきましょう。

交流して思ったこと
○手紙を書くのはたいへんだったけど、まだ会ったことのない
人と出会うことができてよかった。
○自分の知らない世界がどんどん広がって楽しかった。
○いつか大島に行ってみたい。

○気仙沼市大島は、気仙沼湾の入口に浮かぶ、
周囲 22km、人口約 3,000 人の島です。
○「緑の真珠」と讃えられている大変美しい島
ですが、震災では島を２つに分けるほどの津
波と火災に見舞われ、31 名の方が亡くなり
ました。
○北限のゆず生産地として、栽培や加工を行っ
ています。

気仙沼市立大島小学校の子どもたち

大島小学校５年生からのメッセージ
○高知県で地震があったらすぐ高台にひなんしてください。
○たくさんの支えん物資が送られてきてとても助かりました。送ってきてくれた方にはとて
も感謝しています。
○これからも私たちといっしょにがんばりましょうね。
○（震災から）もうすぐ２年になります。震災のことをわすれずに伝えていきたいと思います。
○（ライフラインが復旧したときは）今の生活が、すっごく便利に思えました。不思議な感じで
した。
○「つらい思い出だからいやだ」ではなく、この体験はわすれないでいたいと思います。
○今でもがれきが家の近くにあります。　　　　　　　
○来年は 6年生なので、おたがいがんばりましょう。

魚梁瀬小学校5・6年生
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ひ
な
人
形
を
ご
提
供
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭

で
飾
っ
て
み
て
は
…
。

―
ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会
―

　
初
め
て
の
こ
と
も
あ
り
、
何
し

ろ
準
備
不
足
で
満
足
な
宣
伝
も
で

き
ず
、
予
算
も
ゼ
ロ
。
そ
ん
な

中
、
教
育
委
員
会
の
後
援
を
い
た

だ
き
、
保
育
園
児
や
「
あ
っ
た
か

サ
ロ
ン
」
の
皆
さ
ん
に
多
少
な
り

と
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
5
年
9
月
に
馬
路
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
第
6
期
生
）
コ
ー
チ

に
就
任
し
、
現
在
に
至
る
ま
で

コ
ー
チ
兼
監
督
代
行
を
務
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
20
年
間

子
ど
も
た
ち
を
指
導
さ
れ
、
チ
ー

ム
は
県
内
外
の
大
会
で
も
数
々
の

優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
実
践
と
指
導

に
当
た
り
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

振
興
に
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　
第
24
回
高
知
県
読
書
感
想
画
コ

ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
『
が
ん
ば
れ
！
も
ぐ
ら
マ
シ
ー

ン
』
の
作
品
（
表
紙
の
絵
）
が
、

全
国
審
査
（
東
京
）
に
進
み
、
第

24
回
読
書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク
ー

ル
小
学
校
低
学
年
の
部
で
見
事
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
県
の
表
彰
式
は
、
平
成
25
年
2

月
24
日
（
日
）
に
行
わ
れ
、
「
す

ご
く
緊
張
し
た
ぁ
」
と
い
う
お
母

さ
ん
に
対
し
、
「
全
然
緊
張
せ
ん

か
っ
た
よ
」
と
笑
顔
の
暖
人
く

ん
。

　
ダ
ブ
ル
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
お
ひ
な
様
を
飾
る
行
事
の
由
来

は
、
い
ろ
ん
な
説
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
い
ず
れ
も
、
無
病
息
災
を

祈
っ
て
邪
気
を
は
ら
う
女
性
中
心

の
お
祭
り
で
す
。

　
数
年
前
か
ら
、
近
隣
の
市
町
村

で
は
、
風
情
の
あ
る
町
並
み
に
、

ひ
な
人
形
を
飾
っ
て
、
訪
れ

る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
催
し
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
古
式
ゆ
か
し
い
伝
統
文
化

の
継
承
を
、
「
馬
路
村
で
も

何
と
か
で
き
な
い
で
す
か
」

と
問
わ
れ
、
「
う
〜
ん
」
と

さ
ん
ざ
ん
迷
い
悩
ん
だ
挙
げ

句
、
数
人
の
協
力
者
を
得
て

今
年
は
『
金
林
寺
』
と
村
の

玄
関
口
『
ま
か
い
ち
ょ
っ
て

家
』
に
飾
っ
て
み
ま
し
た
。

女
の
子
の
お
祭
り

金 林 寺金 林 寺まかいちょって家まかいちょって家

●ひな祭り●●●

ハミングゆ～ずin 愛南町 む
ら
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
２
月
23
日
、
愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛

南
町
で
行
わ
れ
た
「
見
つ
め
て
み
よ

う
」
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
に
、
ハ
ミ
ン

グ
ゆ
〜
ず
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
お
話
を

い
た
だ
い

た
と
き

は
、
初
め

て
の
県
外

で
の
演
奏

に
い
さ
さ

か
の
不
安

も
あ
り
ま

し
た
が
、

よ
り
多
く

の
人
々
に

我
々
の
演

奏
を
聴
い

て
も
ら
え

る
ま
た
と

な
い
機
会

で
も
あ

り
、
出
演

す
る
こ
と

に
し
ま
し

た
。

　
当
日
は

地
元
愛
南

町
で
活
動

し
て
い
る
コ
ー
ラ
ス
や
バ
ン
ド
、
和

太
鼓
の
演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ゆ
〜
ず
は
、
「
わ
が
大
地
の
う

た
」
「
君
を
の
せ
て
」
を
披
露
し
ま

し
た
。
会
場
の
方
々
か
ら
は
「
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
し
っ
か
り
し
て
る
ね
」

「
と
て
も
き
れ
い
な
声
」
な
ど
、
た

い
へ
ん
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
少
し
ほ
っ
と
し
た
次
第
で
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
は
震
災
復
興

支
援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
と
、
地

元
一
本
松
中
学
校
・
篠
山
中
学
校
の

生
徒
た
ち
が

作
詞
作
曲
し

た
「
今
を
生

き
よ
う
」
。

ど
ち
ら
も
素

晴
ら
し
い
歌

で
し
た
。
さ

ら
に
、
普
段

10
人
前
後
で

活
動
し
て
い

る
私
た
ち
に

と
っ
て
、
多

く
の
人
数
で

合
唱
す
る
体

験
は
ほ
ん
と

う
に
素
晴
ら

し
い
も
の
で

し
た
。

　
音
楽
は
、

聴
く
の
も
楽

し
い
で
す

が
、
演
奏
す

る
の
は
も
っ

と
楽
し
い
も

の
で
す
。
友

達
の
輪
も
、
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ハ
ミ
ン
グ
ゆ

〜
ず
で
、
楽
し
い
旅
行
、
い
や
演
奏

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

初
の
県
外
公
演

一本松公民館
（愛媛県南宇和郡愛南町）

一本松公民館
（愛媛県南宇和郡愛南町）

　
馬
路
村
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
ご
家
族
の
介

護
や
地
域
で
の
福
祉
活

動
で
活
躍
す
る
た
め
に

必
要
な
技
術
、
知
識
を

習
得
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ル

パ
ー
養
成
講
座
（
２
級

課
程
）
を
開
催
し
ま
し

た
。
13
人
の
受
講
者

（
村
内
9
人
）
は
4
カ

月
間
、
診
療
所
の
白
田

先
生
を
は
じ
め
、
遠
く

は
高
知
市
か
ら
の
講
師

に
来
て
い
た
だ
き
平
日

の
夜
間
や
土
日
を
使
っ

て
、
福
祉
や
介
護
の
基

礎
知
識
、
ヘ
ル
パ
ー
の

職
業
倫
理
な
ど
の
講
義

を
58
時
間
、
食
事
や
排

泄
の
介
助
、
車
椅
子
の

操
作
な
ど
の
基
本
的
な

介
護
技
術
演
習
を
42
時

間
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所

等
で
の
実
習
が
30
時

間
、
あ
わ
せ
て
130
時
間

に
及
ぶ
講
義
や
実
習
を

こ
な
し
て
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
を
受
講
し

た
こ
と
で
ヘ
ル
パ
ー
の

大
変
さ
、
難
し
さ
、
嬉

し
さ
を
感
じ
た
受
講
者

も
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
地
域
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。▶

足
浴

◀
お
む
つ
交
換

▲講義（馬路村就業改善センター　２階ホール）

平
成
24
年
度

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
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級
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に
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が
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路
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で
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、
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だ
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奨励賞受賞 馬路小1年 大野 暖人くん

第24回
読書感想画中央コンクール小学校低学年の部　
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　馬路村は若い方が多く開放的でイベントも多く
元気な村といった印象でした。スカッシュバレーや
うまじっくクラブ、運動会などに参加し夫婦で楽し
ませてもらいました。
　馬路では医師になって初めての一人診療所勤務
でした。一人診療所はとてもやりがいがありますが
責任も重く、日々の診療で難しい判断を迫られる場
面も多くありました。馬路診療所勤務を通じて学ん
だことが数多くあり、医師としての貴重な財産にな
りました。
　昨年には、安田東洋線の通行止めがありまし
た。医師としても村民としても道路の重要性を痛感
しました。幸い通行止めの間に、搬送を急ぐ救急
患者が出なかったのにはホッとしました。
　木下課長の粋な計らいもあり、新診療所のコン
ペや設計会議に参加させていただきました。自分
は建築に興味があり、とても楽しい時間でした（医
師よりも建築士になったほうがよかった？）。皆さん
に喜んでもらえる新診療所を作るために、現在も
協議を重ねています。馬路を離れても完成まで微
力ながら手伝っていくつもりです。
　また、馬路の水が合ったのか妻が妊娠し無事元
気な娘（名前は莉央です）を出産しました。とても
嬉しく忘れられない思い出です。妻が妊娠したこ

やっぱり元気な村やった！

国際交流員：ベンジャミン・ウィルフォード
（イギリス　コーンウォール出身）

とで、妊婦の家族の立場や思いというものを初め
てわかった気がします。
　後任には後輩の盛實先生が4月から勤務されま
す。馬路村の医療に貢献をしてもらえると思いま
す。どうぞよろしくお願いします。
　妻からも馬路村の皆さんにメッセージがありま
すので、読んでいただければ幸いです。

　主人が馬路村勤務を希望し、2年越しでようやく
希望が叶いました。
　そして、気がついてみると馬路での生活もあっと
いう間に2年が経ちました。
　この2年間で、たくさんの方との出会いがありま
した。
　毎週月曜日のあったかサロンでは、たくさんの方
に温かく迎えていただき、手作りのものをプレゼン
トしていただいたり、いろんな方とお話をさせてい
ただきました。
　また、ひよこクラブでは、可愛い赤ちゃんやママ
さんたちと触れ合うことができて、自分が母親にな
ったときの良い勉強ができたと思っています。
　そして、お中元とお歳暮の時期には、農協からア
ルバイトのお声も掛けていただき、久しぶりに働く
楽しさも感じることができました。
　馬路に来て一番の思い出は、馬路で赤ちゃんを
授かったこと。
　妊娠の報告をしたときに、一緒に涙を流して喜
んでくださった方がたくさんいたこと。本当に嬉し
かったし、とても幸せに感じました。
　これからも、娘の莉央を連れて温泉に入りに来
たり、馬路の自然を感じに来たいと思います。
　皆さまも、これからも笑顔溢れる毎日をお過ごし
ください。
　またお会いできる日を楽しみにしています。

直子

　
　
　
　
　
　
　た
く
さ
ん
の
思
い
出
あ
り
が
と
う  

♥
♥
♥
♥
♥

もりざね

Dr.白田の　　　　　　　　ばなしアドリブアドリブアドリブ
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「復活祭」知ってますか！
　欧米の多くの国々ではスプリング（春）とい
えば、復活祭です。皆さんは「復活祭」という
言葉を聞いたことがあると思いますが、イギリ
スでは復活祭をどういうふうに祝うのかを紹介
したいと思います。
　「復活祭」はキリスト教の最も重要なお祝い
の日です。イエス・キリストが十字架にかけら
れて死んだ後、３日目に復活したことを記念し
ます。ヨーロッパでは、復活祭を表す言い方が
いっぱいありますが、英語圏だけは「Easter」
と呼びます。この「イースター」という言葉は
ゲルマン（ドイツ）神話の春の女神、
「Eostre」に由来していると言われています。
現代のイースターのイメージになった、「イー
スター・バニー」（復活祭のうさぎ）もドイツ
の影響を受けていると言われています。実は、
このイースター・バニーと春の映像は宗教的な
象徴より多いです。
　復活祭は移動祝日で、年によって日付が変わ
り、３月22日から４月25日の間のいずれかの日
曜日に行われます。復活祭の前の「グッド・フ
ライデー」（聖金曜日）と直後の「グッド・マ
ンデー」（聖月曜日）も祝日になっていますの
で４連休になることから、イギリスの「ゴール
デンウィーク」と言えるでしょう。
　「マザーリング・サンデー」（母の日曜日）
はイースターの前の日曜日に行います。子ども
たちが母親に感謝を伝えるため、朝ご飯を作っ
てベッドまで運んだり、母の代わりに一日中家
事をしてあげたりします。その上、伝統的なカ
ードを作ったり、「プリムラ」や「ラッパスイ
セン」のような春の花をあげるのも一般的です。
６月に「父の日」もありますが、なぜか、あま
り祝われていません。フェアじゃないですね！

イースター

エオストレ

　イースターでは、いろんな伝統的な食べ物を
作って楽しみます。
　例えば、グッド・フライデーにスパイスとド
ライ・フルーツをたっぷり入れた上にアイシン
グで「クロス」（十字架）の飾りがつけられて
いる「ホット・クロス・パン」という菓子パン
も作ります。しかし、イースターといえば、最
も有名な食べ物はイースターエッグです。
　新しい生命のイメージで、エッグとヒナは復
活の象徴になりました。昔からゆで卵を飾って
いたので、現在も、卵の形をしたチョコレート
は非常に人気があります。チョコやお菓子を詰
めたエッグはカラフルなホイルで包まれている
ので、子どもたちは大好きです。私もイースタ
ーには一日中エッグをガンガン食べてしまいま
す。これは「子どもの頃の話だけど」と言いた
いですが…。

　イースターには、いろんな迷信があります。
私が最も変だと思ったのは、グッド・フライデ
ーにパセリとジャガイモを植えたら縁起がいい
という迷信です。そして、女性がパセリを植え
ないとなぜか縁起が悪いそうです。考えてみた
ら、グッド・フライデーの日が毎年変わるの
で、うまく生えないかもしれませんね！

　この３月をもって馬路診療所を離任することになりました。2年間の
短い間でしたが、馬路村の皆さんには大変お世話になりました。本当に
ありがとうございました。4月からは、高知市の久病院の内科で勤務す
る予定です。
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イースターエッグ&中身　
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に
頑
張
り
ま
す
の
で
、応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

て
、
約
6
0
0
人
も
の
お
客
さ
ん
を

乗
せ
る
こ
と
と
に
な
り
ま
し
た 

。
普

段
は
魚
梁
瀬
森
林
保
養
セ
ン
タ
ー

（
魚
梁
瀬
温
泉
）
の
支
配
人
を
さ

れ
、
魚
梁
瀬
の
観
光
の
顔
と
し
て
務

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
日
に
来
ら
れ
た
観
光
客
の
方
に

も
森
林
鉄
道
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
頼
ま
れ
れ
ば
機
関
車
を
運

転
し
て
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
魚
梁
瀬
地
区
の
桜
ま
つ
り

や
夏
祭
り
や
運
動
会
で
も
司
会
や
ま

と
め
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
70
歳
を
迎
え
る
井
上
さ

ん
で
す
が
、
健
康
の
た
め
に
、
毎
日

10
㎞
を
歩
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
「
若
い
代
わ
り
の
者
が
育
つ
ま
で

は
務
め
る
責
任
が
あ
る
。
ま
た
そ
れ

が
自
分
の
若
さ
を
保
つ
秘
訣
で
も
あ

る
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　僕
は
瑛
斗
で
す
。
名
前
の
由
来

は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
七
斗
と
い
う
の

で
、
「
な
な
」
の
次
は
「
は
ち
（
英

語
で
エ
イ
ト
）
」
と
い
う
こ
と
で
お

父
さ
ん
が
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　よ
く
、
「
髪
の
毛
が
天
然
パ
ー
マ

や
ね
」
と
か
、
「
ほ
っ
ぺ
が
ぶ
ら

く
っ
ち
ゅ
う
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
お

兄
ち
ゃ
ん
が
た
く
さ
ん
お
も
ち
ゃ
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
早
く
大
き
く

な
っ
て
遊
び
た
い
で
す
。

　僕
を
見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
ね
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　こ
ん
に
ち
は
、
海
で
す
。

　海
好
き
の
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん

が
、
こ
の
名
前
を
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。　今

は
、
大
好
き
な
お
風
呂
で
お
湯

遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
大
き
く

な
っ
た
ら
私
も
サ
ー
フ
ィ
ン
し
て
み

た
い
な
。

　そ
ん
な
私
の
特
技
は
、
馬
路
で
一

番
高
い
声
で
泣
く
こ
と
…
か
な
。
高

い
声
は
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
似
い

ち
ゅ
う
ね
ぇ
ー
と
言
わ
れ
ま
す
。

（
笑
）

え い  と

野村 海 さん（影）
しい

平成24年12月18日生

(保護者 野村卓也さん・ 萌子さん)

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

馬 路 村 俳 壇

伊場 瑛斗 さん（相名）
平成24年11月27日生

(保護者 伊場公彦さん・ 沙織さん)

え
い 

と

な
な 

と

し
い

剪
定
の
切
り
口
に
貼
る
銀
の
紙

ひ
と
せ
ま
ち
蕗
姑
女
に
な
つ
て
を
り

 

山
﨑
喜
久
子

合
唱
の
曲
を
作
り
て
卒
業
す

声
合
わ
せ
三
人
送
る
卒
業
歌

 

松
浦

　陽
子

春
い
ろ
の
コ
ー
ト
ま
だ
か
と
出
番
ま
つ

も
う
一
度
き
な
粉
ま
ぶ
し
て
わ
ら
び
餅

 
福
島

　由
子

 

逆
上
が
り
親
子
で
練
習
桃
の
花

遠
回
り
し
て
も
逢
ひ
た
き
春
の
鴨

 

中
村

　
　朔

底
曳
の
網
の
か
た
わ
ら
冬
菫

引
き
売
り
に
人
の
集
へ
る
春
隣

 

西
山

　球
児

苗
床
を
つ
く
る
土
来
る
猫
車 

う
た
た
寝
や
目
白
の
声
と
雨
だ
れ
と

 

久
武

　典
江

花
を
見
ず
逝
き
た
る
妻
や
明
け
の
星

白
き
手
で
猫
が
出
さ
れ
て
春
障
子

 

高
橋

　一
人

芽
芍
薬
う
れ
し
き
雨
と
な
り
に
け
り

梅
杏
咲
き
て
別
れ
の
季
き
た
る

 

氏
原

　
　淑

母
の
居
て
妹
も
居
た
雛
あ
ら
れ                        

訃
の
ひ
と
つ
祝
ふ
た
つ
や
寒
明
け
る

 

池

　
　蘭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
い
に
く
の
雨
も
味
な
り
雛
の
町

迷
ひ
入
る
こ
と
の
嬉
し
さ
雛
の
町

 

東
谷

　晴
男

し
ゅ
う
と
め

す
み
れ

と
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東
京
都（

相
名
出
身
）

  

清
岡

　美
沙
さ
ん

負
け
ん
ぞ
！

馬
路
村

　
馬
路
村
の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
ー
！！

　
元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
数
年
前
に
も
一
度
、こ
の
ふ
る
さ
と
便

り
に
載
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
清
岡
美

沙
が
…
ま
た
、や
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
ー
！！

　
現
在
、私
は
清
生
み
さ
と
い
う
芸
名

で
、大
親
友
で
あ
る
蓮
未
エ
リ
ナ
と
い
う

パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
、『
ど
ら
ネ
コ
本
舗
』

と
い
う
声
優
ボ
ー
カ
ル
ユ
ニッ
ト
を
組
ん

で
、主
に
ラ
ジ
オ
出
演
や
ラ
イ
ブ
活
動
を

し
て
い
ま
す
。（
※
ア
イ
ド
ル
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。笑
）

　
そ
し
て
な
ん
と
…
３
月
に
は
私
た
ち

の
Ｃ
Ｄ
が
全
国
発
売
さ
れ
ま
し
た
！！
馬

路
村
で
培
っ
た
感
性
を
発
揮
し
、自
ら
作

　
魚
梁
瀬
地
区
で
は
日
曜
日
や
祝
日

に
朝
か
ら
元
気
な
警
笛
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
魚
梁
瀬
丸
山
公
園
を
周
回

す
る
、
復
元
さ
れ
た
森
林
鉄
道
が
走

っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
森
林
鉄
道
の
運
転
手
を
し
て

い
る
の
が
、
井
上
洸
士
郎
さ
ん
を
は

じ
め
と
す
る
、
馬
路
村
観
光
協
会
魚

梁
瀬
支
部
林
鉄
部
会
の
方
た
ち
で

す
。
井
上
さ
ん
は
実
際
に
魚
梁
瀬
森

林
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
時
代
を
生

き
、
乗
車
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。
安
田
町
の
不
動
駅
ま
で
乗
っ

て
い
く
途
中
、
森
林
鉄
道
の
車
窓
か

ら
見
え
る
景
色
が
、
印
象
的
だ
っ
た

と
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
最
近
、
森
林
鉄
道
が
脚
光
を
浴

び
、
テ
レ
ビ
の
取
材
な
ど
が
頻
繁
に

魚
梁
瀬
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
昨
年
末
に
放
送
さ
れ
た
N
H
K
の

番
組
で
は
、
人
気
グ
ル
ー
プ
『
嵐
』

の
櫻
井
翔
さ
ん
と
の
共
演
が
話
題
と

な
り
、
冬
場
の
観
光
の
閑
散
期
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
魚
梁
瀬
に
多
く
の
方

が
訪
れ
、
井
上
さ
ん
と
の
記
念
撮
影

を
求
め
ら
れ
る
方
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
１
月
に
は
高
知
市
中
央
公
園
で
開

催
さ
れ
た
中
芸
観
光
び
ら
き
『
ほ
げ

な
祭
』
で
も
、
機
関
車
を
中
央
公
園

に
運
び
、
森
林
鉄
道
の
運
転
手
と
し

詞
も
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、一度
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉

し
い
で
す
♪（
興
味
の
あ
る
方
は『
ど

ら
ネ
コ
本
舗
』で
検
索
し
て
ね
☆
）

　
私
は
今
東
京
で
生
活
し
て
い
ま
す

が
、故
郷
で
あ
る
馬
路
村
が
テ
レ
ビ
に

出
た
り
、イ
ベ
ン
ト
に
出
た
り
と
頑

張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、す
ご
く
や
る

気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
仕
事
も
増
え
て
、な
か
な
か

村
に
帰
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

馬
路
村
の
頑
張
り
に
負
け
な
い
よ
う

私
も
元
気
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

て
、
約
6
0
0
人
も
の
お
客
さ
ん
を

乗
せ
る
こ
と
と
に
な
り
ま
し
た 

。
普

段
は
魚
梁
瀬
森
林
保
養
セ
ン
タ
ー

（
魚
梁
瀬
温
泉
）
の
支
配
人
を
さ

れ
、
魚
梁
瀬
の
観
光
の
顔
と
し
て
務

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
日
に
来
ら
れ
た
観
光
客
の
方
に

も
森
林
鉄
道
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
頼
ま
れ
れ
ば
機
関
車
を
運

転
し
て
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
魚
梁
瀬
地
区
の
桜
ま
つ
り

や
夏
祭
り
や
運
動
会
で
も
司
会
や
ま

と
め
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
70
歳
を
迎
え
る
井
上
さ

ん
で
す
が
、
健
康
の
た
め
に
、
毎
日

10
㎞
を
歩
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
「
若
い
代
わ
り
の
者
が
育
つ
ま
で

は
務
め
る
責
任
が
あ
る
。
ま
た
そ
れ

が
自
分
の
若
さ
を
保
つ
秘
訣
で
も
あ

る
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　僕
は
瑛
斗
で
す
。
名
前
の
由
来

は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
七
斗
と
い
う
の

で
、
「
な
な
」
の
次
は
「
は
ち
（
英

語
で
エ
イ
ト
）
」
と
い
う
こ
と
で
お

父
さ
ん
が
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　よ
く
、
「
髪
の
毛
が
天
然
パ
ー
マ

や
ね
」
と
か
、
「
ほ
っ
ぺ
が
ぶ
ら

く
っ
ち
ゅ
う
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
お

兄
ち
ゃ
ん
が
た
く
さ
ん
お
も
ち
ゃ
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
早
く
大
き
く

な
っ
て
遊
び
た
い
で
す
。

　僕
を
見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
ね
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　こ
ん
に
ち
は
、
海
で
す
。

　海
好
き
の
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん

が
、
こ
の
名
前
を
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。　今

は
、
大
好
き
な
お
風
呂
で
お
湯

遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
大
き
く

な
っ
た
ら
私
も
サ
ー
フ
ィ
ン
し
て
み

た
い
な
。

　そ
ん
な
私
の
特
技
は
、
馬
路
で
一

番
高
い
声
で
泣
く
こ
と
…
か
な
。
高

い
声
は
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
似
い

ち
ゅ
う
ね
ぇ
ー
と
言
わ
れ
ま
す
。

（
笑
）

え い  と

野村 海 さん（影）
しい

平成24年12月18日生

(保護者 野村卓也さん・ 萌子さん)

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

馬 路 村 俳 壇

伊場 瑛斗 さん（相名）
平成24年11月27日生

(保護者 伊場公彦さん・ 沙織さん)

え
い 

と

な
な 

と

し
い

剪
定
の
切
り
口
に
貼
る
銀
の
紙

ひ
と
せ
ま
ち
蕗
姑
女
に
な
つ
て
を
り

 

山
﨑
喜
久
子

合
唱
の
曲
を
作
り
て
卒
業
す

声
合
わ
せ
三
人
送
る
卒
業
歌

 

松
浦

　陽
子

春
い
ろ
の
コ
ー
ト
ま
だ
か
と
出
番
ま
つ

も
う
一
度
き
な
粉
ま
ぶ
し
て
わ
ら
び
餅

 
福
島

　由
子

 

逆
上
が
り
親
子
で
練
習
桃
の
花

遠
回
り
し
て
も
逢
ひ
た
き
春
の
鴨

 

中
村

　
　朔

底
曳
の
網
の
か
た
わ
ら
冬
菫

引
き
売
り
に
人
の
集
へ
る
春
隣

 

西
山

　球
児

苗
床
を
つ
く
る
土
来
る
猫
車 

う
た
た
寝
や
目
白
の
声
と
雨
だ
れ
と

 

久
武

　典
江

花
を
見
ず
逝
き
た
る
妻
や
明
け
の
星

白
き
手
で
猫
が
出
さ
れ
て
春
障
子

 

高
橋

　一
人

芽
芍
薬
う
れ
し
き
雨
と
な
り
に
け
り

梅
杏
咲
き
て
別
れ
の
季
き
た
る

 

氏
原

　
　淑

母
の
居
て
妹
も
居
た
雛
あ
ら
れ                        

訃
の
ひ
と
つ
祝
ふ
た
つ
や
寒
明
け
る

 

池

　
　蘭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
い
に
く
の
雨
も
味
な
り
雛
の
町

迷
ひ
入
る
こ
と
の
嬉
し
さ
雛
の
町

 

東
谷

　晴
男

し
ゅ
う
と
め

す
み
れ

と
き
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人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

２

３

２

８

０

０

２

９

０

１

３

１２

０

０

３

1３

９７７

９７３

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計

０

１

７７５人、
１９８人、

３４６世帯
９６世帯

馬路村特別村民 ７,１０２人
（３月３１日現在）

お知らせお知らせ

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

4月・5月 むらの行事予定4月・5月 むらの行事予定

有害物収集

入園式（馬路・魚梁瀬保育所）

馬路村観光開き（馬路温泉）

馬路・魚梁瀬小中学校新任式、始業式、入学式

絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
リサイクル収集

乳児健診（田野町保健センター）13：00～

行政相談所（就業改善センター）10：00～12：00
人権相談所（　　　 〃　　　  ）10：00～15：00
古紙収集（魚梁瀬）

絵本の読み聞かせ（馬路保育所）

１歳6カ月児健診（田野町保健センター）13：00～

リサイクル収集
　　
全国学力・学習状況調査
馬路保・小・中PTA総会

古紙収集（馬路）

職域ソフトボール大会（馬路地区）

昭和の日

4　　月

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８
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春の遠足（魚梁瀬小・中学校）

春の遠足（馬路小学校）

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日
馬路小・中学校避難訓練（地震）
絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
有害物収集

馬路温泉バラ風呂

特定健診 受付開始（馬路診療所）～12月19日まで

古紙収集（魚梁瀬）
献血　魚梁瀬多目的施設　　  9：45～10：30　馬路村就業改善センター 14：30～15：30
　　　馬路村農協ゆずの森　12：30～14：00

馬路温泉母の日バラ風呂

県中学校春季卓球大会

交通安全教室（馬路小学校）

リサイクル収集

馬路温泉バラ風呂
乳児健診（田野町保健センター）13：00～

　　
中芸地区中学校夏季体育大会

絵本の読み聞かせ（馬路保育所）
３歳児健診（田野町保健センター）13：00～
第５１回馬路村教育研究会（魚梁瀬多目的施設）
馬路温泉バラ風呂

古紙収集（馬路）

馬路小・中学校合同村内ちり拾い
歯科検診（魚梁瀬保育所）

リサイクル収集

馬路温泉バラ風呂

　　
　　馬路・魚梁瀬小学校合同修学旅行

5　　月

献血のお願い

5月10日（金）移動献血バスがきます。

　交通事故や病気などの緊急時に“命
を救う治療”として欠かせない輸血です
が、高知県では輸血用血液が不足して
います。
　献血は、皆さん一人ひとりのボランティ
ア精神によって支えられています。
※尊い命が守られますよう、
　皆さんのご理解とご協力をよろしく　 
　お願いします。

時　　間 場　　　所

9：45 ～ 10：30

12：30 ～ 14：00

14：30 ～ 15：30

魚梁瀬多目的施設

馬路村農協ゆずの森

馬路村就業改善センター

特定健診を受けましょう
●何のために受けるの？
　生活習慣病（糖尿病など）を早期発見・治療するために受
診してください。

●どこで受けられるの？
　馬路診療所では火・木曜日の午前中に受けられますが、馬路
診療所での受診期間は5月９日～12月1９日までとなっており
ます。
（他の医療機関でも受診できますのでお問い合わせください）

●どうやって受診するの？
　保険証と受診券が必要です。
　受診券は40～74歳の国保加入者の方には、
毎年ご自宅へ送付しています。
　75歳以上の方は役場へお申し出ください。

●受診料はどれくらい？
　無料で受診できます。
　人間ドックを受ける方も、特定健診
分が無料になる場合がありますので、
受診医療機関に確認してください。

結果があまり良くなかった場合は、保健師と相談して改善
を図れる「特定保健指導」を必ず受けましょう。
お問い合わせ：役場健康福祉課　　℡（8）44-2112
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B型肝炎被害者説明会
　集団予防接種の際の注射器の回し打ち
によるB型肝炎ウイルス感染被害につい
て、国から和解金支払いなどの救済を受
けるための手続きに関する説明会を下記
のとおり行います。

　と　き　平成25年4月21日（日）
　　　　　午後2時から
　ところ　安芸市民会館
※事前の参加予約、参加費用は不要で
す。

　お問い合わせ先
　　全国B型肝炎訴訟広島弁護団
　　TEL　082-223-6589

平成２５年度『自衛隊幹部候補生』募集

※詳しくは
　自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご連絡ください。
　　安芸市本町３丁目１１－５（Smile Aki前２Ｆ）
　　TEL      0887-35-2749
　　ＵＲＬ      http://www.mod.go.jp/pco/kochi/　
　　携帯サイト　http://www.mod.go.jp/pco/kochi/itop.htm

区分 募集種目 受付期間 試験日

１次試験
5月11日（土）

飛行要員
　希望者のみ
5月12日（日）
試験会場
　高知市内

2月 1日（金）
　　～
4月26日（金）
　　　必着

一般幹部
候補生

一般幹部
候補生

一般幹部
候補生

陸
上
自
衛
隊

海
上
自
衛
隊

航
空
自
衛
隊

技術幹部候補生

一般要員

飛行要員

一般要員

飛行要員
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（３月３１日現在）

お知らせお知らせ

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

4月・5月 むらの行事予定4月・5月 むらの行事予定

有害物収集

入園式（馬路・魚梁瀬保育所）

馬路村観光開き（馬路温泉）

馬路・魚梁瀬小中学校新任式、始業式、入学式

絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
リサイクル収集

乳児健診（田野町保健センター）13：00～

行政相談所（就業改善センター）10：00～12：00
人権相談所（　　　 〃　　　  ）10：00～15：00
古紙収集（魚梁瀬）

絵本の読み聞かせ（馬路保育所）

１歳6カ月児健診（田野町保健センター）13：00～

リサイクル収集
　　
全国学力・学習状況調査
馬路保・小・中PTA総会

古紙収集（馬路）

職域ソフトボール大会（馬路地区）

昭和の日

4　　月
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5月10日（金）移動献血バスがきます。

　交通事故や病気などの緊急時に“命
を救う治療”として欠かせない輸血です
が、高知県では輸血用血液が不足して
います。
　献血は、皆さん一人ひとりのボランティ
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※尊い命が守られますよう、
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特定健診を受けましょう
●何のために受けるの？
　生活習慣病（糖尿病など）を早期発見・治療するために受
診してください。

●どこで受けられるの？
　馬路診療所では火・木曜日の午前中に受けられますが、馬路
診療所での受診期間は5月９日～12月1９日までとなっており
ます。
（他の医療機関でも受診できますのでお問い合わせください）

●どうやって受診するの？
　保険証と受診券が必要です。
　受診券は40～74歳の国保加入者の方には、
毎年ご自宅へ送付しています。
　75歳以上の方は役場へお申し出ください。

●受診料はどれくらい？
　無料で受診できます。
　人間ドックを受ける方も、特定健診
分が無料になる場合がありますので、
受診医療機関に確認してください。

結果があまり良くなかった場合は、保健師と相談して改善
を図れる「特定保健指導」を必ず受けましょう。
お問い合わせ：役場健康福祉課　　℡（8）44-2112
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「第63回こども県展」
推薦　馬路小４年　大野菜月さん

「
第
24回

読
書
感
想
画
コンクー

ル
」最
優
秀
賞
 馬
路
小
1年
　
大
野
暖
人くん

【
審
査
員
評
価
】モ
デ
ル
の
性
格
や
、人
の
動
き
な
ど
顔
の
表
情
や
色
づ
か
い
で
表
現

で
き
て
い
ま
す
。伸
び
伸
び
描
か
れ
て
い
る
良
い
作
品
で
す
。作
者
の
感
性
の
豊
か
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

【
審
査
員
評
価
】
もぐ
ら
マ
シ
ン
でトン

ネ
ル
を
ほ
っ
て
い
る
よう
す
が
よく
描
け
て
い
ま
す
。
色
づ
か
い
が

全
体
に
明
るくき

れ
い
で
す
。
作
者
が
お
じ
い
さ
ん
の
お
見
舞
い
に
行
くときトン

ネ
ル
を
通
っ
た
経
験
を
思

い
出
し
な
が
ら
画
面
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
よく
工
夫
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。

題『リコーダーをふく友だち』

題
『
が
ん
ば
れ！もぐ

ら
マ
シ
ー
ン
』
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村内あちらこちら

 2月22日　ベビーダンス教室

2月17日　第30回中芸地区子ども駅伝競走大会

3月24日　おとなの遠足（相名地区）

 3月19日　馬路小学校卒業式　

3月19日　天ぷら油で走るゴーカート

 1 日　バラ風呂（馬路温泉）
15日 馬路中学校卒業式
16日 馬路会（馬路温泉）
17日 魚梁瀬小・中学校卒業式　　　　　　　　
19日 馬路小学校卒業式
  天ぷら油で走るゴーカート
24日 おとなの遠足（相名地区）
27日 庄屋祭・鬼門堂祭・村表彰
  馬路村農業協同組合総会
29日 馬路村森林組合総会
30日 魚梁瀬桜まつり　

15日 杉の子発表会（魚梁瀬小・中学校）
17日 紙ヒコーキ大会（馬路体育館）
  第30回中芸地区子ども駅伝競走大会
  （田野町）
20日 学習発表会（馬路小学校）
22日 ベビーダンス教室
24日 桜枝打ち作業（魚梁瀬小中学校PTA）
26日 とらまる劇団　人形劇鑑賞会

2月

3月

編
集
後
記

　
異
動
が
決
ま
り
、振
り
返
る
と
広

報
に
携
わ
っ
て
早
５
年
が
経
っ
て
い
ま

し
た
。　

　
馬
路
村
を
離
れ
て
十
数
年
経
つ

と
い
う
方
々
か
ら
、「
村
の
様
子
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
」「
遠
く
離
れ
て
い
る

が〝
広
報
う
ま
じ
〞が
私
と
村
の
架
け

橋
で
す
」等
毎
号
楽
し
み
に
待
っ
て
い

て
く
れ
る
と
い
う
お
手
紙
を
い
た
だ

き
、よ
し
！
と
気
を
奮
い
立
た
せ
、広

報
と
向
き
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

　
ま
た
、村
民
の
皆
さ
ん
に
も
、色
々

ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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Ｙ
）

目　次

平
成
25
年
度
　
一
般
会
計
当
初
予
算
 ・・・・・・

２
･３

お
ら
が
村
の
学
校
便
り
 
・・・・・・・・・・・・・

４・ ５

む
ら
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

６

ハ
ミ
ン
グ
ゆ
ー
ず
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
 ・・
７

森
林
鉄
道
100

年
物
語（
10） ・・・・・・・・・・・・

８・９

D
r.白

田
の
ア
ド
リ
ブ
ば
な
し
 ・・・・・・・・・・・・

１０

B
en
 T
od
ay ～

べ
ん
き
ょ
う
～
 ・・・・・・・・・・

11

ふ
る
さ
と
へ
の
便
り
・
フ
ォ
ト
人
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
・・
１２

赤
ち
ゃ
ん
万
歳
・
馬
路
村
俳
壇
・・・・・・・・・・・・

 １３

お
知
ら
せ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１４

行
事
予
定
表
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１５

村
内
あ
ち
ら
こ
ち
ら
　
村
の
で
き
ご
と
 ・・・・・・

１６

22

第
　
　
号

平
成
25年

4月
10日

発
行

270


